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【Facebook】

【 今 月 の 表 紙 】
みんなの畑プロジェクト、オープニングセレモニーが開催されました‼

快晴のもと行われたオープニングセレモニーでは、老人クラブをはじめ地域の方々
と交流をしながら、ジャガイモの種芋植えを行いました。高田保育所の子どもたちも、
元気いっぱいの踊りを披露したあと、一緒に種芋植えに参加してくれました。

この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

【Instagram】



基本方針（抜粋）
⾧引く新型コロナウイルス感染症の影響やロシアによるウクライナ侵攻による世界的物流の停滞に伴う経

済の混乱が市民生活に大きく影響しています。
陸前高田市は、東日本大震災から１２年が経過しハード面での復興は令和４年度で完了し、失われたコ

ミュニティの再構築や被災者のこころのケアが残る課題とされています。
地域は、少子高齢化と続く人口減少により停滞感もあり「生業の再生」を求める声も強くなっています。
こうした中、陸前高田市社会福祉協議会は、令和５年度を新型コロナウイルス感染拡大後の地域コミュニ

ティ、人と人とのつながりの再構築を目指し身近な地域での居場所づくりを中心とする「地域支え合い協議
体」構築のための活動、きめ細やかな地域での生活支援のため困窮者への食糧支援、共生社会を目指し女性
の権利、尊厳の尊重のための「ミモザプロジェクト」等に取組み、地域福祉の推進を図ってまいります。

地域共生社会の実現のためにも、社協組織内はもちろん、地域や行政、福祉関係機関だけでなく、あらゆ
る業界との協働を推進していくことで重層的支援体制を構築し「協働のまちづくり」を推進します。

そのためにも、職員の資質向上や社協組織体制整備に努めてまいります。

・住民が自由に集まる場所の推進
・市民ボランティア登録
・市民ボランティア活動
・ボランティア養成講座開講
・福祉大会
・老人クラブ活動の推進
・ボランティア連絡協議会との協働

地域の絆が感じられるまちづくり いつでも参加・参画でき、
お互いを尊重できるまちづくり

少子高齢化やコロナ
禍での交流自粛の中
で深刻化している地
域の困りごとを、行
政や関係機関、地域
と一緒に話し合う場
「協議体」の活動の
拡充に取り組みます。

支え合いマップは、概ね
50 世帯の地図に、地域
の「気になること」や住
民の関わりなどを書き込
んでいくものです。
必要に応じて事前の勉強
会もお手伝いします!

食糧支援事業「フー
ドパントリー」に参
加の高校生ボラン
ティアの様子です。
福祉活動へのあらゆ
る世代の参画を目指
します。

「健康で安心して暮らせる支え合いのまちづくり」に向けて
令和５年度 陸前高田市社会福祉協議会事業計画・収支予算

基本目標 １ 基本目標 ２

・コミュニティ交流支援
・地域共生社会の実現に向けた取り組み
・サロン活動
・うるおいとやすらぎの家の連携と協働
・こんにちは赤ちゃん訪問事業
・小地域ネットワーク活動研修会の開催
・赤い羽根共同募金活動
・災害たすけあい義援金の受付
・支え合いマップの作成
・民生委員児童委員活動の推進
・ふれあいネットワーク活動
・地域支え合い活動推進事業

（生活支援体制整備事業）

陸前高田市福祉大会の表彰式典の様子



今年度の事業計画、収支予算は、
ホームページでご覧いただけます。
https://www.rikutakashakyo.jp/

※本会では、地域で行われる福祉活動や
福祉団体への助成を行っています。

事業費
法人運営
負担金など

地域の団体等が活動
するために使うお金
8％ 23,364

事業の推進やサービスを提供
する人のために使うお金

48％
134,181

支出
279,164

（単位:千円）

その他のお金
44％
121,619

事業費
法人運営
負担金など

支出の内訳

- 主な補助・受託事業 –
○ 東日本大震災被災者生活支援事業 ○ 被災者見守り・交流支援業務
○ 生活困窮者自立促進支援業務 ○ 車両移送型移動支援事業
○ ふれあい教室事業 ○ 権利擁護相談窓口運営業務など

その他のお金
36％
101,543

収入
279,164

（単位:千円）

貸付償還金
繰越金など 補助金

受託金
助成金
共同募金配分金
など

県や市から
入ってくるお金
45％
125,586

介護や障がい福
祉サービスを提
供して入るお金
16％
44,559

市内の皆様から
いただいている
社協会費

2％ 6,576

企業や個人の方々
からの寄付金
1％ 900

収入の内訳

・災害ボランティアセンターの運営
・ボランティア活動センターの運営
・福祉バスの運営
・車両移送型移動支援事業の運営
・市民交流プラザの運営
・介護予防教室（いきいきライフ）の開催
・くらし応援窓口の運営

（総合相談・生活困窮者自立支援・
ミモザプロジェクト等）

・みんなの畑プロジェクト
・食糧支援（フードバンク・フードパントリー等）の実施

・制服バンク
・居宅、訪問、通所介護事業所の運営
・高齢者、子ども、障がい者における福祉団体

との連携と協働
・生活福祉資金の貸付
・日常生活自立支援事業
・見守り訪問活動
・成年後見相談窓口
・ふれあい教室の運営

・広報やホームページによる情報提供
・福祉学習の実践
・福祉協力校の推進
・社会福祉協議会役職員の研修
・主任会議、三役会議の開催

・理事会、評議員会等企画会議の開催
・社会福祉協議会活動のＰＲ強化による

会員加入率増や自主財源の確保
・市への事業提案
・組織機構改革

福祉サービスの充実と誰もが
活躍できるまちづくり

福祉を支える人づくり

生理用品サポート事業
「ミモザプロジェクト」
は市内各学校の協力を得

て実施しています

手話講座やギャップハン
ディ体験等、福祉学習に
取り組んでいます

基本目標 ３

基本目標 ４



「うるおいとやすらぎの家事業」は赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています｡

「うるおいとやすらぎの家事業」は、本会が地区
コミュニティ推進協議会に対し、地域福祉を目的と
する活動に対して助成し、地域づくりを推進するこ
とを目的として毎年行われるものです。

米崎地区:健康教室 下矢作地区:落語で交通安全

・ 高齢者交流サロン
・ 防災懇談会及び新年会
・ 新年会 ・ 介護予防教室、健康講話

生
出
地
区

・ グラウンドゴルフ
・ 二又サロン ・ 老人クラブ活動
・ 日帰り温泉 ・ 百歳体操

矢
作
地
区

・ 「市立博物館見学」―世代間交流―
・ 落語で交通安全 ・ カーリンコン
・ 災害時での避難についての研修
・ 迎え火とミニコンサート ・ どんと祭

下
矢
作
地
区

・ 新年交流会 ・ どんと祭
・ 高齢者の見守り活動
・ ものづくりサロン
・ ふれあい食事会 ・ ふれあい事業
・ ふれあい交流会

横
田
地
区

・ 運営委員会 ・ 社会奉仕作業
・ 竹駒町二十歳のつどい
・ グラウンドゴルフ交流会
・ ふれあい活動の開催

竹
駒
地
区

※ 新型コロナウイルス感染症のため
事業実施なし

長
部
地
区

・ 百歳体操
・ お茶っこ交流会
・ 敬老会への祝品贈呈

今
泉
地
区

・ グラウンドゴルフ大会
・ 草刈り作業
・ 見守りを兼ねてお弁当配り
・ 本丸公園散歩
・ みずき団子作りとミニ民謡ショー
・ 会員安否確認訪問
・ 忘年会 ・ 親睦会 ・ 視察研修
・ 安否確認とふれあい声掛け訪問

高
田
地
区

・ さなぶり会、新年交賀会
・ 万灯篭、悪魔祓い
・ さなぶり交流（健康教室）
・ 防災救命教室 ・ ちぎり絵教室
・ 町内敬老会 ・ 草刈り作業

米
崎
地
区

・ ボッチャ大会の開催
・ 芋煮会の開催
・ 市立博物館の観覧会の実施
・ 教養講座、ゲーム大会の開催

小
友
地
区

・ 高齢者学級開催への支援
・ 深山流英会の踊り鑑賞会
・ 広田地区民生委員児童委員協議会への

資料印刷代支援

広
田
地
区

ご存知ですか? 地域の身近な相談役

「民生委員・児童委員」
民生委員・児童委員は、子育てや介護の悩みを抱える方、

障がいや高齢者の不安や悩みなど、地域の身近な相談役と
して活動しています。

陸前高田市には、６７名の民生委員・児童委員と１６名
の主任児童委員（主に子ども関連の相談を担当します）が
おり、生活や福祉全般に関する相談・援助活動を行ってい
ます。主に支援を必要とする世帯と専門機関をつなぐパイ
プ役を務めます。

民生委員・児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、
相談した方の秘密は守られますので、ご安心ください。

【問い合わせ】市民生委員児童委員協議会事務局
電話：54-5150/5151 担当：小林

専
門
機
関

主任児童委員

民生委員・児童委員

担
当
地
域

世帯状況把握 情報提供 相談・援助

・ 市町村
・ 包括支援センター
・ 社会福祉協議会
・ 教育委員会

・ 学校
・ 保育所（園）
・ 支援センター

など

民
生
委
員
・

児
童
委
員

連携・協力

・ 高齢者のいる世帯 ・ 障がい者のいる世帯

・ 生活に困窮している世帯 ・ 子どものいる世帯

・ 妊産婦のいる世帯 ・ 母子・父子世帯 ・ その他の世帯

このような
活動を

しています

・ 子育て、介護、
障がいなど、
世帯が抱える
問題の把握

・ 世帯が必要と
しているサー
ビスについて
情報提供

・ 各種相談
・ 見守り支援
・ 福祉サービス

の利用支援

連携・協力



｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをするとともに、
子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じて適切な
サービスにつなぐなど、お子様の成⾧を地域で見守る
きっかけづくりを目的とし、地域の身近な相談役である
民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生まれたお宅を
訪問しています。

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員へご相談ください。
写真掲載へのご協力ありがとうございました。

みんなの畑プロジェクトとは、子ども、高齢
者、障がい者など様々な人々が地域の一員とし
て支えあう社会を目指し、畑づくりを通じて交
流することを目的とした事業です。

今回行われたオープニングセレモニーでは、
高田保育所の子どもたちによる元気いっぱいの
踊り「やさい音頭」が披露され、会場からは
「めんこいな～」との声が多く寄せられました。
セレモニーの最後には、子どもたちと老人クラ
ブをはじめとする地域の方々で交流しながら、
ジャガイモの種芋を植えました。

みんなの畑プロジェクトについては、今後も随時、広報やSNS等で
経過をお知らせいたしますので、どうぞよろしくお願いします!

～ オープニングセレモニーが開催されました ～

【 参加者による集合写真 】



【 施設概要図 】

【利用について】
・電話などで仮予約ができます。仮予約後、1週間以内に申し込み手続きをしてください。
・使用時間には、準備・撤収の時間も含まれますので、ご注意ください。

貸出可

ふれあい教室
(貸出不可）

調理実習室

多目的
トイレ

授乳室

相談室等
（貸出不可）

事務室
社会福祉協議会
ふれあい教室

倉 庫
（貸出不可）

貸出可

研修室B

研修室A

入口 入口

相談窓口
エントランス

男子トイレ

女子トイレ

会議室
午前中のみ

貸出可

※予約不要

(貸出不可)

交流室
どなたでも

利用できます

備 考

約40名1,000円

収容人数使 用 料
9時から12時 13時から17時 9時から17時使 用 区 分

  椅子、机あり
 ※交流室内の備品に限ります。

 備品 椅子20、机5会 議 室 600円

800円

800円

1,800円

1,800円 約40名1,000円
 備品 椅子45、机10

研修室 A

研修室 B

交 流 室 どなたでも利用できます（貸切不可） 約15名

約20名※午前中のみとなっております。

【問い合わせ】陸前高田市社会福祉協議会 電話:54-5150/5151

【 利用について 】

① 空室状況を、陸前高田市社会福祉協議会
の窓口または電話でご確認ください。
※おおむね３か月前から受付します。

② 使用許可申請書を提出してください。
③ 期日までに市役所または金融機関などで

使用料納付となります。
④ 利用後は原状復帰、清掃を行ってから

返却となります。
【注意点】

・ 貸出は先着順、研修室A、Bと会議室は
土足厳禁

・ 研修室Ａ，Ｂは仕切りを外して
広い研修室として使用可能

高 田 社 協

‼

研修室A 研修室B 交流室


